
やん学国際シンポジウム (2002年 11月,大阪市).

5) 松沢哲郎 (2002)チンパンジーの子育てと政市.岐
阜県高等学校教育研究会生物部会 50周年記念

(2002年 11月,岐阜市).

6) 松沢哲郎 (2002)チンパンジーの子育てと教育.川

崎医嫉福祉大学学術講演会 (2002年 11月,分数市).

7) 松沢哲郎 (2003)チンパンジーの子育てと教育.名
古屋市立中央高等学校第 12回特別活動 ･中央セ ミ

ナー (2003年 1月,名古屋市).

8) 松沢哲郎 (2003)チンパ ンジーの子育て と教育.

2002年度ふるさと大学 ｢伊予塾｣第4回講座 (2003

年2月,松山市).

9) 松沢哲郎 (2002)チンパンジーの親 と子のきずな.

第 54回日本産科婦人科学会総会 (2002年 4月,東

京).

10)松沢哲郎 (2002)チンパンジーの親子のきずな.新

潟市教育委員会主催教育講演会 (2002年 8月,新潟

市).

ll)松沢哲郎 (2002)チンパンジーの親子の粋.中部学
院大学保育士養成課程 開設記念 シンポジ ウム

(2002年 6月,関市).

12)松沢哲郎 (2002)チンパンジーの文化と教育.岐阜

大学創立記念シンポジウム (2002年 6月,岐阜市).

13)松沢哲郎 (2002)チンパンジー研究と動物福祉.罪

49回日本実験動物学会総会 (2002年 5月,名古屋

市).

14)松沢哲郎 (2002)進化の隣人チンパンジー :アイと
アユムの 2年間.アユム君生誕 2周年記念冨符演会

(2002年 5月,東京).

15)田中正之 (2002)チンパンジーの育児 ･ヒトの育児
一子どもを取 り巻く環境の比較から-.平成 14年

度第 1回経営者･施設長セミナー (2002年 10月,名

古屋市).

16)田中正之 (2002)子どもの育ち方 -ヒトとチンパ

ンジーの親子関係の比較から-.療育研究会 (2002

年7月,名古屋市).

17)友永雅己 (2002)チンパンジーの発達と母子の粋 .
平成 14年度社団法人日本助産師会来泊北陸ブロッ

ク研修会 (2002年 10月,犬山)抄録集 :25-26.

18)友永雅己 (2002)チンパンジーの認知と行動の発達.

第38回メンタル-ルス21研究会 (2002年 6月,宿

岡)言辞杭先 :1-30.

0認知学習分野
小嶋祥三,正高信男,泉明宏,南雲純治

■研究概要

A)チンパンジーにおける音声の個体識別

/川島祥三,泉明宏
チンパンジーにおける同種他個体の音声の個体識

別について,視聴覚見本合わせ課題を用いて研究してい

る.主として視聴覚の相互作用,音声の短期記憶,チン

パンジー乳児の音声の個体識別について検討 した.

B)霊長類のコミュニケーションの比較行動学

正高信男
ヒトを含む様々な主の音声,視覚コミュニケーショ

ンの比較研究を行っている.

C)ニホンザルの聴覚の研究

泉明宏
ニホンザルにおける聴党の知覚的体制化について

検討 した.音系列の弁別において,サルはヒトと比べて

全体的処理がなされにくいことが示された.

D)ニホンザルにおける他個体の映像に対する興味

泉明宏,土田順子(群官調節分野)
加齢にともなう他個体との交渉の減少について検

討する目的で,老齢 ･若齢ニホンザルを対象に,コンピ

ュータディスプレイに映 し出された他個体の映像に対

する"興味"について検討 した.

E)行動実験制御装置およびプログラムの開発

南雲純治
脳機能画像研究のための刺激呈示システムの開発

をおこなった.

F)老齢ザルの認知機能の研究

久保(川合)南海子(非常勤研究員),
｣､嶋祥三,

中村克樹(行動発現分野)

加齢にともなう認知機能の変化を明らかにする目

的で,老齢 ･若齢ニホンザルを対射 こ,空間記憶や行動

のプランニングについて検討 した.

『研究業績

◇原著論文

1) Izumi,A.(2003)Effectoftemporalseparationon
tone-sequence discrimination in monkeys.Hearing
Research175:75･81.

2) Koda,H.,Masataka,N.(2002)A pattem oracoustic
modificationthatcommonlyexistsWhenhumanmothers
attempttogainthea.ttentionoftheirinfantsandwhen
macaquesattempttogaintheattentionorothersintheir
group.PsychologicalReports91:42ト422.

3) Masataka, N. (2002) Low anger-aggression and
anxiety-withdrawalcharacteristicto preschoolersin
Japanesesociety where h̀ikikomori'isbecominga
maJOrSOCialproblem.EarlyEducation&Development
13:187･199.

4) Masataka,N. (2002) Pitch modification when
interacthlg With elders:Japanesewomen with and
withoutexperiencewithchHdren.JoumalorChild
Language29:939-951.

◇総説

I) Masataka,N.(2002)Theimportanceorreadingpicture
bookstoinfants.Asiannacific Book Development
32:5-6.

2) 正高信男 (2002)0歳児の言語習得と聴覚障害.ろう
教育科学 44:207-218.

3) 正高信男 (2002)心は体にどう縛 られているか.京
都大学カウンセ リングセンター紀要 31:89-94.
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4) 正高信男 (2002)言語の獲得に聴覚は不可欠か.別
冊日経サイエンス 137:104-109.

5) 正高信男 (2002)言語習得における身体性とモジュ
ール性.ベビーサイエンス 1:4-16.

6) 正高信男 (2002)比較行動学から見た家族と現代.
家族社会学研究 13:1ト20.

◇その他の雑誌

1) 小嶋祥三 (2002)ヒトとサルの間.JeitaReview3(8):
6-14.

2) 小嶋祥三 (2002)平凡な言葉で.PHP644:表3.

3) 正高信男 (2002) ｢かわいい !｣に見る育児語の起

源と進化.日経サイエンス 32(10):102-104.

4) 正高信男 (2002)ひきこもる ｢よい子｣と日本型コ
ミュ土ケ-ション.現代のエスプリ 423:176-190.

5) 正高信男 (2002)ウィリアムズ症候群に特徴的な認

知と言語.月刊 ｢言語｣ 31(7):30-41.

6) 正高信男 (2002)サルに家族はある05か.小児看護
25:1780-1783.

7) 正高信男 (2002)メル友を持ったニホンザル.日経

サイエンス 32(9):loo-102.

8) 正高信男 (2002)恨みを語る.語りの世界 35:1.

9) 正高信男 (2002)笑いのレッスンで始まることばの

習得.日経サイエンス 32(ll):124-127.

10)正尉吉男 (2002)多様化を遂げた言語の未来は?日

経サイエンス 32(12):114･116.

ll)正高信男 (2002)二通 りの幸福.月刊健康 525:
14･16.

12)正誘引吉男 (2002)日本語の ｢乱れ｣とルーズソック

ス.文鎮春秋 2002年 9月(臨時増刊号):1841185.

◇苛む (単著)

1) Kojima,一S.(2003)Asearchfortheoriginofhuman

speech:Auditoryandvocalfunctionsofthechimpanzee.

pp.195,KyotoUniversityPress,Kyoto.

◇分担執筆

1) 板分昭二,泉明宏,友永雅己,田中正之,松沢哲郎

(2003)サッキング反応の自己制御."チンパンジー

の認知と行動の発達'':177-180,(友永雅己,田中正

之,松沢哲郎 編)京都大学学術出版会,京都.

2) 泉明宏,田中正之 (2003)画面の中の他者-の注視.

"チンパンジーの認知と行動の発達":1901194,(衣

永雅己,田中正之,松沢哲郎 編)京都大学学術出

版会,京都.

3) 小嶋祥三 (2002)チンパンジーの聴覚と音声. "人

類学と霊長類学の新展開" :51-55,(石田英氏 中務

真人,荻原直道 編)金星舎,京都.

4) 小嶋祥三 (2002)ヒトの脳と他の霊長類の脳. "言

語発達とその支援" :25-29,(岩立志津夫,小椋たみ

子 編)ミネルヴァ書房,京都.

◇学会発表等

1) Ceugniet,M.,Izumi,A.(2002)Japanesemonkeysuse
severaldifferentparameterstodiscriminateindividuals
vocally.XIXth Ips CongressoftheInternational
PrimatologicalSociety (Aug.2002,Beijing,China)
Abstract:､234.

2) Masataka,N.(2002)Implicationoftheevolutionof

laughter for language acquisition.Linguistics &
Phonetics(Sep.2002,Chiba,Japan).

3) Uozumi,M.,Tomonaga,M.,Yamazaki,Y.,Watanabe,S.,
Kojima,S.(2002)Namerecognitionbychimpanzees
(Pantroglodytes).COBInternationalSymposium(Nov.
2002,Inuyama,Japan).

4) 泉明宏,小嶋祥三 (2002)チンパンジーにおける音
声の個体識別 :視聴覚手がかりの役割.日本動物心

理学会第62回大会 (2002年8月,京都)動物心理学

研究 52(2):149.

5) 泉明宏 (2002)ニホンザルにおける音系列の弁別.

日本心理学会第66回大会 (2002年9月,東広島)発
表論文集 :477.

6) 小嶋祥三,泉明宏,ceugniet,M.(2002)チンパンジ
ーにおける音声の個体識別.第 18回日本霊長類学

会大会 (2002年 7月,東京)霊長類研究 18(3):395.

7) 小嶋祥三 (2002)チンパンジー母子の音声交換.日

本心理学会第66回大会 (2002年9月,広島)発表論
文集 :983.

8) 久保 (川合)南梅子 (2002)位置再認に串ける身体
的な定位行動一行動解析で探る記憶方略-(シンポジ

ウム ｢行動を読む :行動解析から何がみえてくる

か?｣).第 18回日本霊長類学会大会 (2002年 7月,

東京).

9) 久保 (川合)南海子 (2002)老齢ザルの位置再認に

おける付加条件の効果-どのような手がかりがあれ
ば老齢ザルでもおぼえられるか?-.第66回日本心

理学会大会 (2002年 9月,広島)発表論文集 :705.

10)久保 (川合)南海子,中村克樹 (2002)老齢ザルの
空間位置記憶一位置探索課題による検討-.第 62回

日本動物心理学会大会 (2002年 8月,京都)動物心

理学研究 52(2):lュo.

ll)久保 (川合)南海子 (2003)老齢ザルの学習 ･記憶
研究から見えてくるもの:老化によって失うものと

現れてくること(シンポジウム｢学習･記憶について

の発達からのアプローチ｣)･日本行動学会第 19甲
ウインターカンファレンス (2003年3月,新潟)..

12)正高信男 (2002)0歳児の言葉とコミュニケーショ

ン.第 10回岐阜県看護学会招待講演 (2002年 4月,

美濃加茂).

13)正高信男 (2002)言語習得の認知神経科学的研究.

基礎生物化学研究所共同利用研究会 (2002年 12月,

岡崎).

14)正高信男 (2002)言語習得はどこまでモジュール的

か.第3回日本認知言語学会シンポジウム (2002年

9月,名古屋).

15)正高信男 (2002)聴覚障害とことばの習得.L第44回

ろう教育学会招待講演 (2002年 8月,大阪).

16)正高信男 (2002)ヒトは言語をいかに獲得したのか.

第 15回長崎県母性衛生学会特別講演 (2002年 7月,

長崎).

17)正高信男 (2002)言語獲得における身体性とモジュ

∵ル性･日本動物学会第 73回大会シンポジウム
(2002年 9月,金沢).

18)正高信男 (2002)赤ちゃんと絵本.第12回日本外来

小児科学会特別講演 (2002年 8月,名古屋).

19)正高信男 (2002)認知における行為と言語.節66回
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日本心理学会シンポジウム (2002年9月,広島).

20)正高信男 (2002)乳児の音声T百言古習得と身体運動.
筑波シンポジウム ｢動的脳機伐とこころのアメニテ

ィ｣ (2002年 11月,つくば).

◇諦訴

I) 小嶋祥三 (2002)認知神経心理学と動物の研究.慕

5回認知神経心理学研究会招待講演 (2002年 8月,

名古屋).

2) 小嶋祥三 (2002)話し言葉の起源 :最近の研究から.

第20回日本生理心理学会特別講演 (2002年 5月,東

京).

3) 正高信男 (2002)0歳児と絵本.第25回鹿児島県図

番館大会 (2002年 10月,鹿児島).

4) 正高信男 (2002)ヒトはなぜ子育てに悩むのか.千

どもの今を考える講演会 (2002年 11月,横浜).

5)'正高信男 (2002)愛情だけで子育てはできない.節

4回子育てフォーラム特別講演 (2002年8月,伊那).

6) 正高信男 (2002)0歳からのコミュニケーション.第

33回大阪府人権教育研究大会特別講演 (2002年 11

月,大阪).

7) 正高信男 (2002)ことばを受け継ぐ ｢育児詣｣のメ
カニズム.第21回サイエンティフィックライブ･サ

ビェンス (2002年5月,名古屋).

8) 正高信男 (2002)子育てと ｢父親力｣.子ども未来

セミナー第 10回講演会 (2002年 8月,姫路).

9) 正高信男 (2002)人類の本能としての手話理解.東

京都難聴言語研究会40周年記念講演会 (2002年 10
月,東京).

10)正高信男 (2002)赤ちゃんとことば.第17回国民文

化祭招待講演 (2002年 10月,鳥取).

ll)正高信男 (2003)老いはどのようにつくられるか?

京大病院老年内科公開市民講座特別講演 (2003年3
月,京都).

0行動発現分野
三上章允,中村克樹,脇田其活

{研究概要
All)色盲ザルの捕雑調査と生理学的 ･行動学的同定.

チンパンジーの色覚異常の検索

三上孝允,竹中修,後藤俊二,

加藤啓一郎,花輝明俊 (九州工業大学),

小松英彦 (生理研),

山森哲雄 (基生研),

小池智 (東京都神経研),

大西暁士 (生物物理),斎藤篤子 (東京大)

遺伝子レベルで色盲･色弱であると判定したカニク

イザルとチンパンジーで,色覚の生理学的,行動学的計

測を行った.

A･2)チンパンジー脳の発達過程

三上37_允,西村剛,田中正之,友永雅己,

松沢哲郎,鈴木樹理,加藤朗野,

松林清明,

後藤俊二,橋本ちひろ

平成 12年度に出生した3頭のチンパンジー脳形態

の発達を MRIを用いて計測し,発達に伴う脳サイズの

拡大と髄鞘化の進行を調べヒトによく類似しているこ

とを明らかにした.

A･3)学習課題遂行中ゐニューロン活動の時間特性とニ

ューロン･タイプ判定

三上]TC允,片井聡 (研修員),海野俊平,

加藤啓一郎,妾英男 (大阪大),

松元まどか
学習課題遂行中に細胞外記録したニューロン活動

のバース ト発射を手掛かりとして抑制性介在細胞を識

別する手法を開発し,課題遂行中の抑制性介在細胞の役

割を検討した.

A･4)視覚性注意,作業記憶に関与する脳内機構の研究

三上章允,井上雅仁 (教務補佐員)

注意シフトを伴う眼球迅軌 空間位伍記憶訊題遂行

中のサノウのPET計測結果を用い,活動部位の同定と活
動部位相互の情報の流れを解析した.

A･5)前頭葉障害患者の機能テスト

三上章允,官井一郎 (ボバース),林克樹,

捌雅子(誠愛リハビリ),
久保田琉 (日本福祉大)

前頭葉に障害のある患者さんで,前頭葉機能をテス

トし,障害部位と各種機能陪審との関係を解析した.

A･6)図形識別を担う視覚情報処理経路の研究

海野俊平,久能玲子,長坂泰勇 (立教大),

片井聡 (研修員),井上雅仁,三上章允

動きを手がかりとした図形m別課題耽題遂行中の

下部側頭皮質,MT野の神経細胞活動を記録･解析した.

A･7)報酬や嫌悪刺激-の前部帯状回,前頭眼寓回め関
与

加藤啓一郎,細川貴之,

井上雅仁,三上章允

報酬と嫌悪刺激の情報処理機構を前部帯状回,前頭

眼宿回から神経細胞活動を記録し解析を行った.

A･8)視覚探索課題遂行中の節四次視覚野の神経細胞活
動

猿渡正則,井上雅仁,三上孝允

視覚探索課題の脳内情報処理機構を第四次視覚野

から神経細胞活動を記録して解析した.

A･9)順序情報の情報処理機構の研究

井上雅仁 (教務補佐員),三上章允

視覚刺激の提示順序の情報の記憶を必要とする課

題遂行時のサルの前頭連合野から,神経細胞活動を記録

し,解析を行った.

B･1)サル頭頂間構後方領域の眼球位置制御における役
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